
10/29国際ギデオン協会の平井規裕兄が報告と証しのビデオを紹介してくれました 

10/29愛餐会 

   

 

                                                   

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

 

                     

                      

 

               「神の御心」               秋田郁美 

こうして、時が満ちるに及んで、救いの業が完成され、あらゆるものが、頭であるキリストの

もとに一つにまとめられるのです。      エペソ 1：10 

 連日のように、イスラエル軍によるガザ地区への攻撃によって病院や学校が破壊され、子ど

もたちが傷ついている映像を目にするようになりました。どうしてこんな事態になってしま

ったのだろうと、最近はメディアでイスラエルとパレスチナの紛争の歴史を紐解く番組も多

くとりあげられています。紛争が起こっている地は、まさに聖書に出て来る場所です。エルサ

レムは、まさにイエスさまが十字架にかかり、復活した場所です。 

 キリスト教徒としてこの問題をどのように考えたらいいのか、といろいろな情報を受け取

りながら、そして聖書のみ言葉を読みながら自分なりに頭を整理しなければと思っています。 

聖書を読んで確信することは、神はこのような争いを望んではおられない、ということです。 

アメリカの福音派のクリスチャンは、聖書には、かつて神殿があったエルサレムがユダヤ人の

元に完全に戻る時にキリストの再臨があると書いてある。だからイスラエルのユダヤ人を支

持して、イスラム教徒をエルサレムから排除しなくてはいけない、と考えているようなことを

テレビで見ました。 

 黙示録や、ダニエル書の預言を紐解いて、終末に起こることを説明してくれている牧師さん

もいますが、私にはよく理解できません。「その日、その時は誰も知らない。」（マタイ 24：36）

とあるように、そのことは父なる神だけがご存じで、私たちには隠されているのです。だか

ら、その時がいつ来るのか予測する必要はないと思います。 

 私が聖書を読んで確信できることは、神は全ての人を愛して、永遠の命を与えようとしてい

る、ということです。全ての人には、ユダヤ人もアラブ人も、クリスチャンもイスラム教徒も

区別はありません。旧約聖書の時代は、神はイスラエルの民にカナンの地を征服するように命

じましたが、イエス・キリストを救い主としてこの世界に送ってからは、どこに住んでいて

も、聖霊なる神が共にいて守り導いてくださいます。そして、私たちの国籍は天にあります。 

 聖書には、やがて新しいエルサレムが天から降って来ることも書かれています。天のエルサ

レムこそが、私たちが目指すところです。私たちは、ユダヤ人が主イエス・キリストを救い主

として信じ受け入れることを祈らなければいけません。また、イスラム教徒の方々もイエス・

キリストの救いを信じることを祈ります。そのことによってのみ、この世界に平和がもたらさ

れるでしょう。 

月報「ぶどうの木」 
         2023 年 11 月

号 

日本フリーメソジスト教団 

町田福音キリスト教会 

10/1海外宣教大会で 



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

                                              

10月役員会決定事項 

・10月度の経常会計・基金会計・建造物会計が承認された。 

・11月 5日の礼拝後、森田兄にブラジリアン柔術のデモンストレーションをしていただく。将来教会 2階

で、教会の活動として地域の子どもたちへの指導を行うことを考えている。 

・12月 24日午前はクリスマス礼拝、午後 4時からキャンドルサービスを行う。午前礼拝後に会費制で

購入した食事で愛餐会を行う。会費 1人 1,000円でもし余剰が出た場合は、外部へのクリスマス献

金にくわえさせていただく。愛餐会でプレゼント交換も行う。 

・第二、第四聖日の礼拝後お茶会のために、大型のコーヒーメーカー（約 1万円）を購入する。 

・今年度の教団クリスマス相互援助金（牧師家庭の婦女子へのプレゼント）は教会から 1万円を教団に 

 送る。 

 


